
いじめ問題の原因は？ネットいじめの実態は？ 

シンポジウム『いじめ問題を考える』を開催 
～トップクラスの有識者を招いて解決方策を探る～ 
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●横浜国立大学（学長：鈴木邦雄）教育デザイン研究会が 2 月 16 日（土）に第 8 回目の教育

デザインフォーラムとしてシンポジウム「いじめ問題を考える」を開催する。 

●本シンポジウムは近年社会的な問題となっており、報道等でも都度取り上げられているいじ

めについてあらたな課題やその原点を認識し、解決へ向けての方策を探ろうとするものです。

●シンポジウムでは総体的にいじめ問題に精通する識者や多様化するいじめの中で特に顕著と

なってきているネット上から発せられるいじめについて詳しい専門家の方を招待講師として

招いている。多くの方が、いじめの根本から最新事情までを知り、解決への道筋の参考とな

ること期待している。 

■シンポジウム「いじめ問題を考える」の概要 

 日時：２月１６日（土）  １３：００～１７：００ 

 会場：横浜国立大学 教育人間科学部６号館１０１室 

 内容：招待講演 １３：００～１５：００ 

     「いじめ問題の原点を振り返る」 

        国立教育政策研究所生徒指導研究所センター統括研究官 

                          滝 充氏 

     「スマホ時代のネットいじめ」 

        ＫＤＤＩ株式会社ＣＳＲ・環境推進室担当部長 

                          大久保輝夫氏 

    全体討議 １５：２０～１７：００ 

 

参加自由／入場無料 

Press Memo 
 

［招待講演者の紹介］ 

・滝 充（たき みつる）氏 

プロジェクト研究「いじめ。暴力防止に関する指導方法の在り方についての調査研究」、予防教育的

な生徒指導に関する研究、いじめ防止プログラムの開発などで先端的に活躍。近年では「日本のピア・

サポート・プログラム」の開発によりいじめ問題の回避むけて貢献している。公的委員として、日本

生徒指導学会理事、法務省少年処遇研究会委員を努めている。 

 

・大久保輝夫氏 

子どもたちにとっての携帯電話、インターネット社会について、さまざまな角度から考察。また全国

の小・中・高等学校で「ケータイ教室」を実施、携帯電話やインターネットの利便性の裏に潜む危険

性などを実態的に知らせ、健全な情報通信機器の活用啓発に努める。 

添付資料をご確認のうえ事前告知、ご取材をお願いします。 




